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加
西
Ｓス

テ

ィ

ー

ム

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

　
加
西
市
が
取
り
組
む
「
加
西
の
教

育
３
本
の
矢
」の
う
ち
、今
月
は「
加

西
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
」
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

　
加
西
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
と
は
、
ホ
ン
モ

ノ
に
触
れ
、
心
を
動
か
す
体
験
を
通

し
て
、「
知
り
た
い
！
」「
創
り
た

い
！
」
と
い
っ
た
探
究
心
を
刺
激

し
、「
挑
戦
（
Ｃ
ｈ
ａ
ｌ
ｌ
ｅ
ｎ
ｇ

ｅ
）」「
協
働
（
Ｃ
ｏ
ｌ
ｌ
ａ
ｂ
ｏ
ｒ

ａ
ｔ
ｅ
）」「
創
造（
Ｃ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｅ
）」

の
３
つ
の
資
質・能
力
を
持
っ
た「
３

Ｃ
次
世
代
型
人
材
」
の
育
成
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
。

　
加
西
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
を
活
用
し
な
が
ら
、「
探
究
し

知
る
学
び
」と「
発
想
し
創
る
学
び
」

の
２
つ
の
学
び
の
サ
イ
ク
ル
を
回

し
、
困
っ
て
い
る
人
に
共
感
し
た
り

ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
た
り
し
て
、

仲
間
と
協
働
し
て
解
決
策
を
提
案
す

る
学
び
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

子
ど
も
た
ち
の
ワ
ク
ワ
ク
ど
き
ど
き

感
を
大
切
に
し
、
五
感
を
フ
ル
に
使

い
夢
中
に
な
っ
て
テ
ー
マ
に
取
り
組

む
学
び
も
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
は
、
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
ラ

ボ
教
室
を
活
用
し
て
、
多
様
な
他
者

と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
が
っ
た
り
、

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
拡
充
し

た
り
す
る
こ
と
で
、
学
校
だ
け
で
は

体
験
で
き
な
い
新
た
な
学
び
を
充
実

さ
せ
て
い
く
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
毎
年
11
月
23
日
に
、
ア
ス

テ
ィ
ア
か
さ
い
で
開
催
さ
れ
る
Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ａ
Ｍ
フ
ェ
ス
も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。

教
室
の
壁
を
超
え
、
多
様
な
場
で
Ｓ

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
が
展
開
さ
れ
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

問
合
先 

学
校
教
育
課
☎
㊷

８
７
７
１

教
育
委
員
会
よ
り

STEAM ラボ教室でアイデア
を出し合っている小学生
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ま
た
、
解
雇
や
倒
産
な
ど
の
理
由
で

失
業
と
な
っ
た
場
合
、
保
険
税
が
軽
減

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。申
請
に
は
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
発
行
す
る
雇
用
保
険

受
給
資
格
者
証
が
必
要
で
す
。

問
合
先 

国
保
医
療
課
☎
㊷
８
７
２
１

　
退
職
に
よ
り
職
場
の
健
康
保
険
の
資

格
を
喪
失
し
て
も
、
退
職
前
の
健
康
保

険
に
引
き
続
き
加
入
（
任
意
継
続
）
で

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
手
続
き
や
保

険
料
な
ど
、
加
入
し
て
い
た
健
康
保
険

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

加
入
・
脱
退
の
手
続
き
は
お
早
め
に

国保
内容 必要なもの

国
保
に
加
入

他の市町村から転入し
てきた 転出証明書

退職等により職場の健
康保険をやめた 健康保険資格

喪失証明書職場の健康保険の被扶
養者からはずれた

子どもが生まれた 出生証明書
母子健康手帳

国
保
を
脱
退

他の市町村へ転出する 保険証
職場の健康保険に加入
した 国保と職場の

健康保険の両
方の保険証職場の健康保険の被扶

養者になった
国保加入者が死亡した 保険証

そ
の
他

住所・氏名・世帯主が
変わった、世帯を合わ
せた・分けた

保険証　

保険証をなくした、汚
れて使えなくなった（再
発行）

運転免許証な
どの身分を証
明するもの

就学のため、子どもが
市外に転出した

保険証
在学証明書

　
地
域
の
環
境
保
全
と
廃
棄
物
管
理
を

改
善
す
る
た
め
、
ご
み
タ
ー
ミ
ナ
ル
設

置
補
助
金
を
拡
充
し
ま
す
。

問
合
先 

環
境
課
☎
㊷
８
７
１
９

ご
み
タ
ー
ミ
ナ
ル
設
置
補
助
金
を
増
額

助成

助
成
額

設
置
（
新
設
）

事
業
費
の
30
％

（
上
限
23
万
円
）

改
修
（
修
理
）

事
業
費
の
50
％

（
上
限
15
万
円
）

移
動
式
ご
み

タ
ー
ミ
ナ
ル

事
業
費
の
50
％

（
上
限
５
万
円
）

者
と
も
に
市
内
在
住
の
こ
と
）

②
平
日
に
開
催
す
る
２
時
間
程
度
の
会

議
に
出
席
で
き
る
方

募
集
人
数 

３
人
以
内

会
議
の
主
な
内
容 

加
西
市
の
実
情
に

沿
っ
た
子
ど
も
・
子
育
て
に
関
す
る
施

策
な
ど
の
検
討
（
年
２
回
程
度
開
催
）

任
期 

７
月
～
令
和
８
年
６
月

受
付
期
間 

５
月
７
日
（
火
）
～
20
日

（
月
）
※
期
間
内
必
着

　
「
加
西
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」

で
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
に
関
す
る
施

策
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
の
子
育
て
の
実
情
を
知

り
、
よ
り
良
い
子
育
て
環
境
を
作
る
た

め
、
市
民
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格 

次
の
各
号
の
す
べ
て
に
該

当
す
る
方

①
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
が
い
る
保
護

者
で
20
歳
以
上
の
方
（
子
ど
も
、
保
護

子
ど
も
・
子
育
て
会
議　
委
員
募
集

募集

応募はこちら

を
目
的
と
し
な
い
こ
と
③
事
業
の
運

営
、
経
理
に
関
す
る
事
務
お
よ
び
意
思

決
定
を
適
切
に
行
え
る
管
理
運
営
体
制

が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
※
助
成
を
受

け
ら
れ
る
の
は
、
当
該
年
度
に
お
い
て

一
団
体
に
つ
き
１
回
。通
算
３
回
ま
で
。

助
成
上
限
額 

30
万
円
（
予
算
範
囲
内
）

申
込
方
法 

申
請
書
（
市
Ｈ
Ｐ
よ
り
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

持
参
、
郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル

企
画
提
案
締
切 

５
月
24
日
必
着

　
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
先 

観
光
課
☎
㊷
８
７
５
６

　
鶉
野
飛
行
場
跡
お
よ
び
市
域
を
使
っ

た
交
流
・
関
係
人
口
の
拡
大
、
地
域
消

費
の
増
加
等
、
ア
イ
デ
ア
あ
ふ
れ
る
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
に
助
成
を
行
い
ま
す
。

実
施
期
間 

令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で

に
事
業
を
完
了
す
る
こ
と

応
募
資
格 

鶉
野
飛
行
場
跡
お
よ
び
周

辺
地
域
活
用
活
性
化
事
業
を
行
う
団
体

で
、
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
者

①
加
西
市
に
主
た
る
事
務
所
ま
た
は
活

動
拠
点
を
有
す
る
団
体
、
も
し
く
は
前

記
団
体
と
連
携
し
て
事
業
を
行
う
市
外

の
団
体
②
政
治
活
動
お
よ
び
宗
教
活
動

鶉
野
飛
行
場
跡 

活
用
イ
ベ
ン
ト
に
助
成

助成

令 和 8 年 4 月 に 開
校予定の泉中学校区
統合小学校の学校名
を募集します。

詳細は
こちら

学校名募集

規
格 

１
日
ま
た
は
１
回
に
つ
き

５
０
０
グ
ラ
ム
以
上
処
理
で
き
る
も
の

助
成
額 

購
入
額
の
50
％
（
上
限
５
万

円
）

　
詳
細
は
、市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
先 

環
境
課
☎
㊷
８
７
１
９

　
ご
家
庭
の
ご
み
を
削
減
し
、
地
球
へ

の
負
荷
軽
減
を
図
り
、
ま
た
リ
サ
イ
ク

ル
や
資
源
の
効
率
的
な
活
用
を
支
援
す

る
た
め
、
ご
み
減
量
化
機
器
補
助
金
の

拡
充
を
行
い
ま
し
た
。

・
生
ご
み
処
理
機
器
（
電
動
）

ご
み
減
量
化
機
器
補
助
金
を
増
額

助成

問
合
先 

子
育
て
支
援
課

　
　
　

 

☎
㊷
８
７
０
９　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
特
別
支
援
学
校
や
児
童
発
達
支
援
事

業
所
な
ど
へ
通
所 ･ 
通
学 ･ 

寄
宿
さ

れ
る
際
の
費
用
の
援
助
や
、
通
学
に
介

護
者
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は

援
助
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。
学
校
や

市
内
の
該
当
施
設
へ
の
通
学
者
に
は
、

市
か
ら
案
内
し
ま
す
。
年
度
途
中
に
通

い
始
め
た
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
往
復
で
ス
ク
ー
ル
バ
ス
や
施

設
の
送
迎
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る

者
、
自
転
車
通
学
、
入
院
中
な
ど
の
児

童
は
該
当
し
ま
せ
ん
。
通
学
者
は
８
月

分
が
支
給
対
象
外
で
す
。
日
数
、
距
離

等
で
支
給
額
が
異
な
り
ま
す
。

特
別
支
援
児
童
に
就
学
援
助
金

援助

対象者 未就学児

通所児童 2,000 円

（児童発達支援事業所等）

対象者 幼・小
中学部 高等部

通学児童 5,000 円 2,500 円
寄宿舎への入所児童 3,000 円 1,500 円
付き添いの保護者 5,000 円 2,500 円

月額支給限度額表
（幼稚部・小中学部・高等部への通学児童）

•

応
募
書
類
お
よ
び
面
接
で
選
考
し
、

結
果
は
応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

•

会
議
へ
の
参
加
報
酬
は
、
１
回
の
開

催
に
つ
き
８
３
０
０
円
で
す
。

問
合
先 

こ
ど
も
未
来
課

　
　
　

 

☎
㊷
８
７
２
６


